
平成21年3月期決算

～今後の経営展望について～



実績と計画（連結）

前年比 前年比

売上高 293,490 92.5 285,000 97.1

営業利益 16,743      74.4      15,000 89.6

経常利益 25,352       80.5       19,000 74.9

当期純利益 11,324         67.9         7,500 66.2

※百万円未満切り捨て

（単位:百万円）

平成21年3月期実績 平成22年3月期予想



メキシコペソ

平成21年3月期
平成20年1月～平成20年12月

9円34銭＝1ペソ

平成22年3月期
平成21年1月～平成21年3月

6円59銭＝1ペソ
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売上高 営業利益

単位：億円

売上高・営業利益の為替の影響（連結）

2,934 2,850



ヤクルトの夢

人種 貧富 宗教 食習慣



見つめ直し作業

見つめ直し 全社最適 利益重視

転換



国内飲料食品事業

商品
原材料費
加工費

絞り込みへ 低減へ



化粧品事業

顧客創造のための「変革プラン」

販売会社間における販売力格差の解消

化粧品取引契約を単独契約（乳製品と分離）
に変更

事業意欲および販売力の高い販売会社を
核とする市場攻略体制の構築

課題 ：

打開策：

新体制：



医薬品事業

・塩酸ｲﾘﾉﾃｶﾝの創薬ﾒｰ
ｶｰ として、医療関係者の
ﾆｰｽﾞに対応。
（ジェネリック対策）

・本年7月特許切れによる
売上減少。
（ｲｷﾞﾘｽ、ﾄﾞｲﾂ、ｵﾗﾝﾀﾞ）

・1st lineでのｼｪｱ拡大。
・ｱｼﾞｭﾊﾞﾝﾄの申請中。

国内カンプト

欧州カンプト

エルプラット

ポイント売上イメージ



売上高 営業利益

単位：億円

国際事業における為替の影響
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金融危機以降の国際事業の実績
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アメリカ

ﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ

ｼｶｺﾞ
ﾆｭｰﾖｰｸ ﾎﾞｽﾄﾝ

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ

ｼｱﾄﾙ

ｻﾝﾉｾﾞ

ﾛｻﾝｾﾞﾙｽ

自社物流

ｸﾞｱﾀﾞﾗﾊﾗ

ﾒｷｼｺｼﾃｨ

ﾗｽﾍﾞｶﾞｽ

ﾌｪﾆｯｸｽ ﾀﾞﾗｽ

ﾋｭｰｽﾄﾝﾗﾚﾄﾞ

ｻﾝｱﾝﾄﾆｵ

本社

支店

営業所

点線囲みはアジア市場のみの販売

配荷店舗情報

2007年9月 979店

2008年3月 1,682店

2008年9月 2,013店

2009年3月 3,310店



メキシコでのインフルエンザの対応

ヤクルト
本社

●メキシコ駐在家族の一時帰国

●マスク4万枚送付

政府
●5/1日～5/5日、大部分の公的機関を休業

● 5/1日～5/5日、スーパー、食品、医療、金融
などを除く経済活動の中止勧告



中国

武漢

温州

：進出済み

：09年販売開始予定

：10年以降販売開始予定

長春

ﾊﾙﾋﾟﾝ

成都

重慶

昆明

長沙

南寧

蘭州

西安

ﾌﾌﾎﾄ

太原

鄭州

石家庄

福州・厦門

北京

天津

済南

青島

南京

蘇州・無錫

上海

広州

寧波

杭州

瀋陽・大連



2010年は「ヤクルト」生誕75年

乳酸菌ｼﾛﾀ株

ヤクルトの創始者
代田稔博士

※昭和２０年代後半
のヤクルト

※現在のヤクルト



ありがとうございました！！


